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地
域
の
皆
様
に
は
、

日
頃
よ
り
塙
山
小
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
い
た
だ

き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本

年
度
か
ら
新
た
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務

め
さ
せ
て
頂
く
事
と
な
り
ま
し
た
戎

井
（
え
び
い
）
で
す
。

塙
山
学
区
に
住
み
は
じ
め
て
八
年

目
と
な
り
ま
す
が
、
あ
ら
た
め
て
地

域
と
の
結
び
つ
き
の
強
さ
を
実
感
し

て
お
り
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
ま
し
て

も
、
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
会
の
皆

様
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
深
め
、
今
の

子
ど
も
達
が
、
大
人
に
な
っ
て
も
「
ま

た
塙
山
に
住
み
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

尽
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
、
温
か
く
見
守
っ
て
い

た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

令
和
七
年
度
第
一
回
塙
山
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
協
議
会
（
塙
山

小
学
校
運
営
協
議
会
）
が
五
月
八
日

（
木
）、
塙
山
小
で
開
催
さ
れ
学
校
か

ら
髙
橋
裕
子
校
長
、
川
田
貞
子
教
頭
、

橋
本
史
夫
教
務
主
任
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら

戎
井
桂
一
郎
会
長
、
小
森
慎
也
副
会

長
の
他
、
森
田
千
晴
は
な
や
ま
認
定

こ
ど
も
園
園
長
、
江
橋
靖
雄
日
立
塙

山
郵
便
局
長
、
伊
藤
智
毅
塙
山
コ
ミ
ュ

情
報
の
共
有
と
相
互
協
力
に
よ
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
環

境
の
醸
成
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に

第
一
回
塙
山
学
区
青
少
年
育
成
会
議

が
五
月
十
二
日
（
月
）、
塙
山
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
小
中
学
校
、
こ

ど
も
園
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
市
青
少
年
相
談

員
、
塙
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
、
塙

山
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
主
任
児
童
委

員
、
多
賀
駅
前
交
番
、
当
会
役
員
の

代
表
者
二
十
二
名
が
出
席
、
新
年
度

を
迎
え
た
子
ど
も
た
ち
の
園
や
学
校

等
で
の
様
子
を
中
心
に
情
報
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
児
童
生
徒

の
減
少
に
伴
う
会
員
数
の
減
少
問
題

で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
継
続
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
と
報
告
、
子
ど
も
を
取
り

巻
く
環
境
が
変
化
し
て
い
る
中
で
の

課
題
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
初
の
イ
ベ
ン
ト
「
は
な
や
ま
春
マ
ル
シ
ェ
」
が
四
月
二
十
九
日
（
火
）、

塙
山
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
約
四
五
〇
名
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
元
気
な
塙
山
っ
子
育
成
の
た
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
よ

り
よ
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

 

四
月
二
十
九
日
（
火
）、
十
時
三
〇

分
の
開
場
と
同
時
に
塙
山
交
流
セ
ン

タ
ー
の
中
庭
は
、
す
れ
違
う
の
も
大

変
な
程
の
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

河
原
子
中
吹
奏
楽
部
の
ス
ペ
シ
ャ

ル
ス
テ
ー
ジ
が
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
、
十
五
名
の
生
徒
た
ち
の
演
奏
は

立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
の
人
気
で
、
会

場
に
い
た
全
員
か
ら
大
き
な
拍
手
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

デ
ッ
キ
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
池
の

川
に
よ
る
鍵

盤
ハ
ー
モ
ニ

カ
と
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
の
演

奏
が
行
わ
れ
、

お
ど
る
ポ
ン

ポ
コ
リ
ン
や

デ
ィ
ズ
ニ
ー

メ
ド
レ
ー
で
は
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
口

ず
さ
む
子
ど
も
た
ち
の
微
笑
ま
し
い

姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

他
に
も
輪
投
げ
や
け
ん
玉
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
な
ど
が
あ
り
、
多
く
の
子
ど

も
た
ち
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

中
庭
に
は
、
塙
山
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
バ

ザ
ー
）、
小
麦
の
奴
隷
（
パ
ン
）、
こ
の

み
（
軽
食
）、
塙
キ
ャ
バ
（
赤
飯
・
ま

ぜ
ご
飯
・
手
羽
先
）、
Ｊ
Ａ
日
立
市
多

賀
（
野
菜
）、
塙
山
と
ま
と
フ
ァ
ー
ム

（
野
菜
）、
村
田
そ
ば
工
房
（
手
打
ち

そ
ば
・
う
ど
ん
）、
ご
き
げ
ん
め
だ
か

（
め
だ
か
す
く
い
）、
カ
レ
ー
や
焼
き

鳥
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
、
ど
の
店
舗
に
も

行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

ビ
ン
ゴ
大
会
は
、
四
〇
〇
枚
の
カ
ー

ド
が
売
り
切
れ
。
豪
華
賞
品
を
当
て

よ
う
と
何
枚
も
カ
ー
ド
を
購
入
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
も
い
ま
し
た
。

Ｍ
ｒ
ｓ
．
塙
山
ま
ち
の
コ
イ
ン
は
、

子どもたちの学校生活がより良くなるために

ま
ち
の
コ
イ
ン

タ
ッ
チ
普
及
の

た
め
に
、
登
録

を
サ
ポ
ー
ト
。

今
年
度
初

の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
春
マ
ル
シ
ェ
は
、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
終

了
し
ま
し
た
。

ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
専
務
理
事
、
当
会
か

ら
は
、
石
井
謙
二
会
長
、
平
尾
哲
也

副
会
長
、
小
澤
聡
美
副
会
長
が
出
席
、

髙
橋
校
長
か
ら
委
員
へ
委
嘱
状
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
で
は
、
髙
橋
校
長
か
ら
今
年

度
の
学
校
運
営
の
基
本
方
針
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
目
標
と
し
て
「
主

体
的
に
取
り
組
み
自
己
肯
定
感
や
自

己
有
用
感
を
高
め
る
児
童
の
育
成
に

努
め
る
」
こ
と
、
そ
の
中
で
も
「
自

己
決
定
の
場
」
を
意
識
し
た
自
ら
学

ぶ
態
度
の
育
成
に
重
点
を
置
い
て
取

り
組
み
た
い
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。
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さ
ん
さ
ん
基
金

現
在
高　
　

  

二
、〇
二
七
、九
七
六
円

交流センターってどんなところ？

色とりどりの花がいっぱい

上級生に歓迎のメダルをかけてもらう新 1年生

四
月
二
十
四
日
の
木
曜
サ
ロ
ン
は
、

ト
ラ
ン
プ
を
楽
し
も
う
を
実
施
。
バ

バ
抜
き
や
七
な
ら
べ
、
神
経
衰
弱
な

ど
を
楽
し
み
、
サ
ロ
ン
終
了
後
は
、
相

乗
り
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て
、
希
望

者
八
名
が
西
村
さ
ん
宅
（
塙
山
団
地
）

へ
、
芝
桜
の
見
学
に
出
か
け
ま
し
た
。

芝
桜
や
牡
丹
な
ど
色
と
り
ど
り
の

花
を
眺
め
な
が
ら
、
持
参
し
た
み
ん

な
の
カ
フ
ェ
の
弁
当
を
食
べ
、
話
も
弾

五
月
十
三
日
（
火
）、
三
年
生
が
社

会
科
の
学
習
で
塙
山
交
流
セ
ン
タ
ー

を
訪
れ
ま
し
た
。

事
前
学
習
で
は
学
校
の
周
り
に
は

ど
ん
な
施
設
が
あ
る
の
か
、
み
ん
な
で

話
し
合
い
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ま
と
め
、

実
際
に
地
図
を
も
と
に
地
区
内
を
歩

い
て
各
施
設
や
お
店
な
ど
の
場
所
を

確
認
し
ま
し
た
。　

み
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

四
月
二
十
二
日
（
火
）、
令
和
七
年

度
日
立
市
健
康
づ
く
り
推
進
員
連
絡

会
総
会
が
十
王
総
合
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
当
会
か
ら
五
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

日
立
市
で
は
、「
ひ
た
ち
健
康
づ
く

り
プ
ラ
ン
21
」
に
沿
っ
て
、「
み
ん
な

で
の
ば
そ
う
健
康
寿
命
」
を
大
目
標

に
、
地
域
で
の
健
康
づ
く
り
を
推
進

す
る
活
動
者
を
養
成
、
塙
山
学
区
で

◇
開
催
時
間　

十
時
か
ら
十
二
時

○
５
月
22
日　

こ
と
ば
遊
び
（
講
話
）

○
６
月
５
日　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ケ
ア

○
６
月
12
日　

童
謡
を
歌
お
う

○
６
月
19
日　
ス
テ
ィ
ッ
ク
カ
ー
リ
ン
グ

○
６
月
26
日　

脳
ト
レ

興
味
の
あ
る
方
は
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。
見
学
だ
け
で
も
大
歓
迎
で
す
。

問
合
せ　

塙
山
交
流
セ
ン
タ
ー

◇
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
３
４
‐
５
４
３
１（
福
祉
局
）

令
和
七
年
度
の
「
塙
山
こ
ど
も
わ

く
わ
く
広
場
」
は
、
新
一
年
生
十
名

を
迎
え
、
六
年
生
ま
で
の
三
十
七
名

で
、
新
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

指
導
員
十
九
名
が
毎
日
六
人
体
制

で
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
用
い
た
安
全

点
検
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
安
心
な

居
場
所
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
指
導

員
の
中
に
は
塙
山
小
卒
業
の
大
学
生

が
三
名
お
り
、
若
い
力
も
借
り
地
域

今
年
度
、
子
ど
も
食
堂
は
学
校
の

長
期
休
み
に
合
わ
せ
て
、
昼
食
の
提

供
の
場
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

春
休
み
期
間
中
の
四
月
二
日
（
水
）、

三
日
（
木
）、七
日
（
月
）
の
メ
ニ
ュ
ー

は
子
ど
も
が
好
き
な
カ
レ
ー
や
ハ
ン

バ
ー
グ
な
ど
を
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
で
提
供
。

親
子
や
友
だ
ち
同
士
で
の
利
用
が
多

く
、
楽
し
そ
う
に
食
事
を
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
食
堂
で
は
自
分
の
使
っ
た

食
器
を
洗
う
ル
ー
ル
が
あ
り
、
み
ん

な
き
ち
ん
と
守
っ
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

食
後
は
お
や
つ
を
食
べ
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

夏
休
み
も
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
利
用
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

塙
山
交
流
セ
ン
タ
ー
中
庭
南
側
で
、

毎
年
、
一
月
下
旬
か
ら
三
月
中
旬
に
か

け
て
真
っ
赤
な
花
を
つ
け
る
梅
の
木

は
、
石
川
県
「
加
賀
能
登
の
れ
ん
会
」

か
ら
贈
ら
れ
た
紅
梅
で
す
。

平
成
二
年
三
月
二
十
五
日
、
当
会

の
十
周
年
と
塙
山
コ
ミ
セ
ン
（
現
交
流

セ
ン
タ
ー
）
開
館
五
周
年
を
祝
う
記

念
イ
ベ
ン
ト
で
植
樹
さ
れ
た
も
の
で

す
。

の
方
々
と
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
を

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
四
月
四
日
（
金
）
は
、
調

理
室
か
ら
の
出
火
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
を
実
施
、
避
難
方
法
や
経
路
の

確
認
を
し
ま
し
た
。

五
月
に
入
り
、
母
の
日
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
作
り
、
色
と
り
ど
り
の
ハ
ー
ト

の
フ
ェ
ル
ト
に
お
母
さ
ん
の
名
前
や
工

夫
し
た
飾
り
を
付
け
ま
し
た
。

五
月
二
日
（
金
）
は
、
鯉
の
ぼ
り

会
を
実
施
。
一
年
生
が
作
っ
た
鯉
の
ぼ

り
を
飾
り
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
紐
く
じ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

連
休
明
け
に
は
、
楽
し
か
っ
た
休

日
の
思
い
出
を
発
表
し
ま
し
た
。

友だちと一緒に楽しい食事の時間

も
二
十
四
名
が
毎
年
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修
に
参
加
し
な
が
ら
活
動
し
て

い
ま
す
。

総
会
で
は
、
当
会
の
推
進
員
代
表

を
務
め
る
上
岡
紀
子
さ
ん
が
進
行
を

担
当
。
総
会
後
は
、「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・

ケ
ア
」
の
研
修
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

し
た
。

能
登
の
一
日
も
早
い
復
興
を
祈
り

ま
す
。

塙
山
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
石
井

謙
二
交
流
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
交
流
セ
ン

タ
ー
っ
て
、
ど
う
い
う
こ
と
を
す
る
所

な
の
か
、
ど
ん
な
活
動
が
で
き
る
の
か

話
を
聞
き
、
自
分
た
ち
が
住
む
身
近

な
地
域
の
施
設
に
つ
い
て
理
解
を
進
め

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

今
後
、
三
年
生
は
総
合
的
な
学
習

の
時
間
で
、「
塙
山
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
な
ど
を
含

め
、
調
べ
学
習
に
取
り
組
み
ま
す
。


